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要� 旨�

【目的】付き添い家族（以下、家族）に直接行う看護を定量化するための新たな尺度として、看護必要

度 F 項目（F：Family）を開発する。【方法】F 項目を次の手順で開発した。1)家族ケアの評価項目とし

て、がん患者の家族に対する看護ケアの実践評価指標（26 項目）を選定した。2)当センターの現状に沿

って評価項目を修正し、20 項目とした。3)看護師 54 人を対象に質問紙調査を実施し、当センターの看

護実践を反映した項目であることを確認した。4)項目数を削減するために主成分分析を行った。固有値

1 以上で 4 主成分を抽出し（累積寄与率 72.2％）、「心理的支援」「退院後を見据えた支援」「意思決定支

援」「環境調整支援」と命名した。家族に関する看護記録と F 項目を照合し、F 項目の項目内容が妥当で

あるかを検証した。【結果】2021 年 10 月 1 日～2022 年 9 月 30 日までに当センターを退院した患者 1,407
人において「家族」、「父」、「母」のいずれかの単語を含む家族に関する看護記録は 2,146 件あり、F 項

目と照合した結果、すべてを上記の 4 項目に分類できた。【結論】家族看護を定量化するために看護必

要度 F 項目を開発し、日々家族に行っている看護を反映した内容であることを検証した。�

�
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Ⅰ．背景�

� 大阪大学医学部附属病院（以下、当院）の小児

医療センター（以下、当センター）では、患児が

安心して入院生活を過ごせるように家族が付き

添い入院をする場合がある。子どもの入院や健康

障害は家族に大きな影響を与えるため、家族機能

が低下しないように患児だけでなく家族もケア

の対象として捉えることが重要である 1,2）。当セ

ンターの看護師は、付き添い家族（以下、家族）

に行った看護を経過記録に SOAP 形式で記載し

ている。しかし、経過記録への自由記述では、看

護の定量化が図れず、看護の現状を評価できない

と考えられる。 

看護を定量化し適切に把握することは、看護資

源を適切に配分し、質の高い効率的な看護サービ

スを提供するために必要である 3）。日本では、看

護業務の必要量（以下、看護量）を測る尺度とし

て「看護度」、「TNS（Toranomon Nursing System）」、

「重症度、医療・看護必要度（以下、看護必要度）」

等がある 4）。本稿では、診療報酬に導入され、患

者の疾患や病態の違いで生じる看護サービス提

供量を予測するために開発された看護必要度 5）

に着目した。 
当院は看護必要度Ⅱを採用しており、A・C 項目

は実績データに基づいて評価し、B 項目は患者状

態と看護師が実施したケア行為に基づいて評価
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している。15 歳未満の小児患者は看護必要度評

価の対象外である 6）が、当院では病棟毎の看護を

定量化するため、当センターでも患児に看護を実

施した際に B 項目を実施入力している。それに

より、患児への看護は定量化できる一方、家族へ

の看護は評価尺度がないため、定量化できていな

い。患児と同様に家族への看護の定量化ができれ

ば、家族にかかる看護量の評価が可能となる。さ

らに、家族看護の現状を把握し、家族に適切なタ

イミングで適切な看護が実施できているか等を

振り返ることで、質の向上に繋げることも可能と

なる。そこで、本稿では、家族への看護を定量化

するための尺度として「Family」の頭文字をとっ

た看護必要度 F 項目（以下、F 項目）を開発した

ので報告する。 
�

Ⅱ．目的�

家族に直接行う看護を定量化するための新た

な尺度として、看護必要度 F 項目を開発するこ

と。 
�

Ⅲ．F項目�

以下の手順で F 項目を開発した。 
1．定義の決定�

現行の看護必要度と同様に申し送りや記録、カ

ンファレンス等の間接ケアは除外し、「看護師が

家族に直接行うケア項目」と定義した。�

2．評価項目の選定�

文献検索には、医学中央雑誌 web（Ver.6、医学

中央雑誌刊行会）を利用した。検索対象年は限定

せず、論文の種類は「原著」、検索語は「小児」、

「家族」、「看護量」、「家族ケア」、「評価」とした

（2022 年 7 月検索）。検索の結果、「小児」AND
「家族」AND「看護量」は 1 件、「看護量」は 57
件、「家族ケア」AND「評価」は 640 件であった。

小児領域では、家族への看護量を表す指標や評価

項目に関する文献は見つからなかったが、成人領

域では「がん患者の家族に対する看護ケアの実践

評価指標」（26 項目）に関する報告 7）があり、こ

の報告を基に F 項目を開発することにした。 
3．評価項目の修正�

実践評価指標（26 項目）から家族に直接行う具

体的なケアではない 3 項目を除外した（「家族も

看護の対象として関わるように努めている」、「必

要に応じて家族へのケアに関する看護計画を立

案している」、「家族とコミュニケーションをとる

ように心がけている」）。評価項目は 23 項目とな

り、当センターの現状に沿って各項目の文言の修

正を行った（図 1）。臨床経験年数 10 年以上かつ

当センター経験年数 3 年以上の看護師 3 人で、修

正内容が妥当であるかを確認した。修正後、評価

項目は 20 項目となった。 
4．評価項目が当センターの看護実践を反映した

項目であるかの確認�

日々、患者の受け持ちをしている当センターの

看護師 54 人全員を対象に、無記名自記式質問紙

調査を実施した。調査は、評価項目毎に「看護師

が家族にどの程度関わっているか」を問い、リッ

カート尺度（「とてもよく関わっている」6 点～

「全く関わっていない」1 点）の 6 段階指標とし

た。点数が高いほど家族に多く関わっていること

を表す。小児科病棟と小児外科病棟の 2 群間の調

査結果を比較するために Mann-Whitney の U 検定

を行った。尚、統計学的解析には JMP12.0（SAS
社）を用いた。 

調査の結果、54 人全員から回答を得た（有効回

答率 100％）。対象者の内訳は、所属病棟の小児科

／小児外科の順に、看護師数：26 人／28 人、臨

床経験年数 10年以上：7人（26.9％）／10人（35.7％）

であった。 
回答結果を図 2 に示す。項目 17）～20）は臨死

期の関わりであり、平均点より低い傾向にあった

が、両病棟ともに、全く関わっていないという項

目はなく、20 項目すべてが当センターの家族へ

の看護実践を反映した項目であることを確認し

た。�

5．評価項目の統合�

項目数が 20 と多い場合、記録をする時に選択

が困難であり、項目数を削減するために主成分分

析を行った。その結果、固有値 1 以上で 4 主成分

を抽出し、累積寄与率は 72.2％であった（表 1）。
4 主成分は以下のように解釈した。 

第 1 主成分（6 項目）は、心理的な苦痛への対

応や不安の傾聴等、家族の心理面に関する項目で

あり、「心理的支援」と命名した。 
第 2 主成分（7 項目）は、患児の死に対する家

族の悲嘆過程への対応や、在宅療養に向かう家族

への指導等、ターミナル期の関わりや退院指導と

いう退院後を見据えた入院中の関わりに関する

項目であり、「退院後を見据えた支援」と命名し

た。�
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図 1� 「がん患者の家族に対する看護ケアの実践評価指標」の修正内容�

※ 左表：修正前（青字：修正箇所）、右表：修正後（赤字：修正後の内容）�
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図 2� 評価項目が当センターの看護実践を反映した項目であるかの確認のための調査結果�

※� 点数が高いほど、家族に多く関わっていることを表す（範囲：1～6 点）。�

※� 病棟間で有意差があったのは「10）看病疲れの家族に対して、休息をとれるよう調整をしている」� � � �

の項目のみであり、有意に小児科病棟の点数が高かった。�

�

�

第 3 主成分（5 項目）は、医療者間での治療方

針に関する認識の調整等、他職種と連携しながら

家族皆で意思決定ができるように関わる項目で

あり、「意思決定支援」と命名した。 
第 4 主成分（2 項目）は、看病疲れの家族が休

息をとれるよう調整する等、入院生活環境におい

て、家族が患児を支えられるように関わる項目で

あり、「環境調整支援」と命名した。 
最終的な F 項目の一覧を表 2 に示す。�

�

Ⅳ．方法�

F 項目の内容が妥当であるかを検証するため

には、看護師が日々家族にどのようなケアを実施

しているのかをすべて抽出して、比較する必要が

ある。実際に行った看護のすべては記録として蓄

積されているため、電子カルテ内の看護記録を振

り返ることにした。2021 年 10 月 1 日～2022 年 9
月 30 日までに当センターを退院した患者の看護

記録から「家族」、「父」、「母」のいずれかの単語

を含む記録を抽出した。臨床経験年数 10 年以上

かつ当センター経験年数 3 年以上の看護師 2 人

で、抽出した記録の内容が統合した 4 項目の詳細

に該当するか否かを手動で検証した。 
�

Ⅴ．倫理的配慮�

質問紙調査時にアンケートの回答は任意であ

り、回答しないことによる不利益は被らないこ

と及び、個人が特定されないよう配慮して、院

外発表を行うことに関する説明を文書で行い、

回答をもって同意を得たと判断した。また、検

証時に使用した記録は、外部ネットワークから

切り離された電子カルテ内で閲覧した。�

  大阪大学看護学雑誌 Vol.30 No.1（2024） 
ISSN 2189-8820 

i 

大阪大学看護学雑誌 第 巻 第 号（ ）

目 次

原 著 論 文 

一側性難聴のある人の経験 

渡邊のどか・楊玉春・髙橋慧・清水安子･････････････････････････････････････････1 

 

在宅で障がい者を介護する高齢の介護者に関わる生活介護事業所職員におけるアドバンス・ケ

ア・プランニング認知度とその関連要因：横断的研究 

森木友紀・生田花澄・勝久美月・竹下悠子・齋前裕一郎・大西真愛・笠松弥咲・ 

糀屋絵理子・藤井誠・竹屋泰･･････････････････････････････････････････････････12 

 

研 究 報 告 

岡山県の訪問看護ステーションにおける災害対策と在宅酸素利用者への対応の実態と課題 

畠中香織・細田美佳・山本恵美子・清水安子････････････････････････････････････21 

資 料

小児医療センターの付き添い家族に対する看護の定量化－看護必要度F項目（F：Family）の開発－

中谷安寿・前田稔宏・仲島圭将・圓見千代･天野美希･岩崎朋之････････････････････30

看護記録量的監査における自動監査を用いた手動監査の精度の検証

中谷安寿・鍋谷佳子・仲島圭将・平尾幸美・岩崎朋之･････････････････････････････39 

膠原病患者の教壇に立つ経験についての語り

成末梨乃・髙橋慧・清水安子･･･････････････････････････････････････････････････47 

実装科学の視点からみた保健師の事業化・施策化能力の課題 

下田和美怜・岡本玲子・宮本圭子・小出恵子・田中美帆･････････････････････････55 
 

シミュレーション教育を活用した実践者育成から指導者育成への変遷－急変対応コアナース会の10

年間の活動実績から見えた課題－ 

本村和也・堀井菜緒子・鍋谷佳子･･･････････････････････････････････････････････65 

投 稿 規 程･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････71

32



 
 

表 1� 主成分分析の結果 

�  
表 2� 看護必要度 F 項目の内容一覧（項目名、副題、詳細）�

� �
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Ⅵ．結果�

F 項目の内容の妥当性を検証した結果を図 3 に

示す。1 年間の小児科病棟の退院患者数は 601 人

であった。看護記録は 56,612 レコードであり、小

児科病棟の看護師が記載したのは 33,257 レコー

ドであった。その中で「家族」、「父」、「母」のい

ずれかの単語を含むものは 11,048 レコードであ

り、家族への直接ケアの記録は 1,383 レコードと

なった。検証した結果、すべてを 4 項目に分類す

ることができた。 
一方、小児外科病棟の退院患者数は 806 人であ

った。看護記録は 50,180 レコードであり、小児外

科病棟の看護師が記載したのは 23,623 レコード

であった。その中で「家族」、「父」、「母」のいず

れかの単語を含むものは 5,982 レコードであり、

家族への直接ケアの記録は 763 レコードとなっ

た。検証した結果、すべてを 4 項目に分類するこ

とができた。�

�

Ⅶ．考察 
厚生労働省より、入院患者の家族等による付き

添いに関する実態調査について報告されている
8）。小児関連病棟で働く看護師として、入院患者

家族の声は日々の看護を見直す機会とし、家族看

護の質向上に努める必要がある。今回 F 項目を開

発した結果、心理的な関わりや、退院後を見据え

て日々看護師が行っている家族への関わりを反

映した内容となった。当初は、現行の看護必要度

と同様に「傾聴」や「指導」等、行為毎の構成を

検討していた。その場合、行為の種類が 10 以上

となり、看護師が、家族にケアを行い、日々記録

する際に該当項目を選択することは困難である

と予想された。また、看護師は、家族に対して退

院後の不安を傾聴しながら、退院指導を行う等、

日々複数のことを同時に行っており、項目数が多

いと選択漏れや、評価者による判断が煩雑化する

ことが懸念された。本稿で開発した F 項目は、行

為毎ではなく支援という大きな枠組みでまとめ

たことにより、評価者の入力時の判断が容易とな

り、実施した看護の記録漏れの可能性が低くなる

ため、より正確な看護の定量化に繋がると考えら

れる。�

1．各主成分の特徴�

第 1 主成分の「心理的支援」について、中條ら
9）は、患児に付き添う母親は「児の治療が進まず

先が見えない苦しみ」、「児を亡くすかもしれない

苦しみ」を抱えていると報告している。また、志

村や高田ら 10,11）は、短期入院や長期入院の患児

の家族は「子どもの病気に関する苦痛」、「児の同

胞への心配」等に強いストレスを感じていたと報

告している。入院期間に関わらず、看護師は患児

に加えて家族に対しても心理的支援を行い、家族

が抱える苦痛やストレスの軽減に努める必要が

あり、そのような関わりは、この項目により定量

化が可能となる。 
第 2 主成分の「退院後を見据えた支援」につい

て、主成分分析の結果、臨終期の家族対応に関す

る項目と、臨終期でない通常の退院前の指導等に

関する項目で構成されており、内容が一見異なる

ようにみえるが、両項目ともに家族の退院後を見

据えた入院中の関わりであると考え、「退院後を

見据えた支援」と命名した。三輪 12）は、小児が

んの子どもをもつ親にとって、死別前の子どもと

共にいた時間や関わり方、最期の迎え方は、死別

後の家族の思いに大きく影響するため、親が現実

を受け入れることができ、最期の時まで、できう

る限り子どもと共に生きた時間を大切にできる

ような看護師の関わりが重要であると述べてい

る。また、當間ら 13）は、親や家族の退院への意

向を確認しながら、在宅療養時に必要なケアの技

術を指導することは、親に在宅での子どもとの生

活をイメージしてもらい、子どもを自宅へ連れて

帰ることに自信を持たせることに繋がっていた

と報告している。臨終期であるか否かに関わらず、

入院中より退院後を見据えた家族への関わりを

行う必要があり、そのような関わりは、この項目

により定量化が可能となる。 
第 3 主成分の「意思決定支援」について、子ど

もの治療をめぐる意思決定は、子ども自身が同意

できない場合は親権者（多くの場合、親）が代諾

することになる 14）が、親自身は子どもの意思を

確認できないことや、親の価値観や家族の支援体

制などによって代諾に迷う場合がある 15）。狗巻

ら 15）は、患児がその子らしく生きるために、親

が治療の意思決定をできるように話し合いの方

法や、情報提供の時期等具体的な介入計画を考え

た支援が必要であると報告している。看護師は、

IC の場に同席すること、たとえ同席できなくて

も、IC 後の家族の反応や理解状況を家族に確認

して記録に残すこと、他職種と連携すること等を

通して意思決定を支援する必要があり、そのよう

な関わりは、この項目により定量化が可能となる。 
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図 3� 家族に関する看護記録と F 項目を照合した結果�
�
�

第 4 主成分の「環境調整支援」について、中條

ら 9）は、患児とともに入院生活を送る家族は病院

での生活に様々なストレスを感じており、家族の

基本的ニーズを満たすことができるような環境

調整が必要であると述べている。看護師は、日々、

家族のストレスや疲労に配慮しながら、昼夜関わ

らず、睡眠や休息時間を取れるように環境を調整

したり、一時的に、家族へ自宅での休養を促した

りする等の支援が必要であり、そのような関わり

は、この項目により定量化が可能となる。 
2．F項目の記録 

記録は、実施した看護に該当する F 項目の実施

入力と看護に要した時間を勤務帯毎に入力する

ことを想定している。例えば、家族に 30 分間、

退院後を見据えた支援を行った場合、該当項目の

備考欄に所要時間を分単位で数字のみ「30」と入

力し、実施入力する。数字のみ入力する理由は、

定期的にデータを抽出した際の単純集計を容易

にするためである。現行の看護必要度の記録に比

べて項目数も少ないため、容易に記録できると考

えられる。�

3．予想される F項目の変動内容 
看護必要度は、疾患に対する術式や術後の回復

過程等の影響を受ける 16）といわれており、F 項

目も同様であることが予想される。その例を B 項

目、F 項目の順に示す。B 項目の場合、状態が悪

化して入院となった当初や手術前後は、看護師が

患児に ADL 介助を行うことが多く、点数が上昇

する一方で、退院が近づくと在宅での療養を見据

えて家族への指導が進み、点数は低下することが

想定される。一方、F 項目の場合、入院当初や手

術前後、退院前はそれぞれの状況に関する心理的

支援を必要とし、終末期や退院が近づくにつれて、

退院後を見据えた支援や心理的支援を必要とす

る機会が増える。治療方針を決定する必要がある

前後では、意思決定支援を、入院期間が長くなる

と環境調整支援を必要とする機会が増えること

が想定される。このように、患者の看護必要度や

在院日数と合わせて、入院中の様々な時期に応じ

た F 項目の変動の経過を分析することで、退院時

期の評価が可能になると考えている。 
�
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4．今後の課題 
� F 項目により定量化は可能となるが、支援内容

の詳細が不明なことが課題として挙げられる。例

えば、心理的支援を実施入力した場合、心理的な

苦痛に対応したのか、不安を傾聴したのか不明で

ある。今後は、詳細な支援の定量化を図れるよう

に、テンプレートを作成して記録することを検討

している。その際に、該当項目を正確に選択して

記録できているかの検証が必要である。 
� また、F 項目の点数化も今後の課題として挙げ

られる。現行の看護必要度 A～C 項目では点数に

置き換えることが可能であるが、現状 F 項目では、

看護に要した時間を記録するのみで点数に置き

換えることができないため、今後、検討する必要

がある。例えば、自立：0 点、一部介助：1 点、

全介助：2 点と点数化されている B 項目の「寝返

り」のように、F 項目では、実施していない：0 点、

ケアに要した時間が 15 分以内：1 点、15 分以上：

2 点等の設定が考えられる。 
5．今後の展望 

看護必要度は、適正人事配置のための情報源と

して活用できる 17）とされており、課題に挙げた

F 項目の点数化により、必要看護師数を算出して、

適正な人員配置に寄与できる可能性が考えられ

る。一般的に A 項目と B 項目を用いて必要看護

師数の計算が行われているが、小児関連病棟にお

いては、A 項目と B・F 項目の組み合わせによっ

て、より正確な看護量を反映した必要看護師数の

試算が可能となることが予想される。 
F 項目データの蓄積により、種類別・月別の看

護の定量化や、個々に必要な機会に有効な関わり

を実践できていたかの検証等が可能となり、家族

看護の質向上に繋げることが期待される。また、

家族支援に関して、困っていることや工夫点等を

共有するためにカンファレンスの場を定期的に

設けたり、F 項目毎の看護の質に関する勉強会を

開催したりする等、病棟全体で家族看護の質向上

に努めていく体制の確立が必要である。 
6．限界 

限界としては、一施設の現状を反映した F 項目

であることが挙げられる。今後は一般化し、より

多くの小児関連施設で活用できる尺度となるよ

うに多施設で検討していく必要がある。�

�

�

�

Ⅷ．結論 
家族に対して直接行う看護を定量化するため

に、看護必要度 F 項目を開発した。F 項目は「心

理的支援」、「退院後を見据えた支援」、「意思決定

支援」、「環境調整支援」と命名した。F 項目を家

族に関する看護記録と照合し、日々家族に行って

いる看護を反映した内容であることを検証した。 
 

本研究は、第 27 回日本看護管理学会学術集会

（2023 年）において発表したものに加筆、修正を

加えたものである。 
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